
大
岡
昇
平

『堺
港
攘
夷
始
末
』
論

―
―
単

一
の

「物
語
」

へ
の
回
収
を
拒
否
す
る
歴
史
―
―

一

大
岡
昇
平

『堺
港
攘
夷
始
末
』
翁
中
央
公
論
文
芸
特
集
」

一
九
八
四
年
秋
季
号
～
一
九
八
八
年
冬
季
号
）
は
、　
一
九
八
八
年
十
二
月
二
十
五
日

の
大
岡
の
死
に
よ

っ
て
未
完
に
終
わ

っ
た
歴
史
小
説
で
あ
る
。
大
岡
は
、
『堺
港
攘
夷
始
末
』
執
筆
に
先
立

っ
て

一
九
七
五
年
に
、
『堺
港

攘
夷
始
末
』
と
同
じ
く
、
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
二
月
十
五
日
、
堺
に
勃
発
し
た
土
佐
藩
警
備
兵
と
フ
ラ
ン
ス
水
兵
と
の
紛
争

（堺
事

件
）
を
扱

っ
た
森
鴎
外
の
歴
史
小
説

『堺
事
件
』
翁
新
小
説
」

一
九

一
四
年
一
一月
）
を
批
判
し
て
い
る
０
。

さ
ら
に
遡
れ
ば
大
岡
は
、　
一
九
六

一
年
の

『蒼
き
狼
』
論
争
で
、
井
上
靖

『蒼
き
狼
』
翁
文
藝
春
秋
」

一
九
五
九
年
十
月
～
一
九
六
〇
年
七

月
）
を
批
判
し
て
い
る
。　
一
九
六

一
年
の

『蒼
き
狼
』
論
争
以
来
、
大
岡
は
、
幾
度
か
歴
史
小
説
に
つ
い
て
言
及
し
、　
一
九
七
四
年
八
月

に

『歴
史
小
説
の
問
題
』
（文
藝
春
秋
社
）
と
し
て

一
連
の
歴
史
小
説
へ
の
言
説
を
単
行
本
に
ま
と
め
、
刊
行
し
て
い
る
。　
一
連
の
歴
史
小

説
へ
の
言
説
の
中
で
、
大
岡
は
、
東
西
の
歴
史
小
説
に
つ
い
て
言
及
し
、
「歴
史
小
説
家
の
責
任
」
②
ｌ
ｌ
小
説
家
が
ど
の
よ
う
に
歴
史
を

捉
え
記
述
し
て
い
る
か
、
つ
ま
り
、
歴
史
小
説
に
お
け
る
歴
史
記
述
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
歴
史
小
説
へ
の
言
説
と
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岡
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呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
実
作
に
お

い
て
も
、
『天
誅
組
』
「
産
経
新
聞
」

一
九
二釜

一年

一
月
～
六
四
年
九
月
）
『将
門
記
』
翁
展
切
置

一
九
六
五
年

一
月
）
『
レ
イ
テ
戦
記
』
「
中
央
公
論
」

一
九
六
七
年

一
月
～
六
九
年
七
月
）
な
ど
歴
史
を
題
材
に
し
た
作
品
を
発
表
し
、
自
ら
の
理
想
と
す
る

歴
史
記
述
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
岡
は
、
歴
史
記
述
と

い
う
問
題
に
大
き
な
関
心
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、　
一
九
六

一
年

の

『蒼
き
狼
』
論
争
か
ら

一
九
七
五
年

の

『堺
事
件
』
批
判
ま
で
の
、
大
岡
の
歴
史
小
説

へ
の
言
説

を
見
た
上
で
、
大
岡
が
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
記
述
を
評
価
し
、
あ
る
い
は
批
判
し
て
い
る
の
か
見
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
、
大
岡
が
歴
史

を
題
材
に
扱

っ
た
最
後

の
作
品
で
あ
る

『堺
港
攘
夷
始
末
』
に
お

い
て
、
実
際
に
大
岡
は
、
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
の
か
、

大
岡
が
批
判
し
た

『堺
事
件
』
と
比
較
を
し
た
上
で
考
え

て
み
た

い
。

註
０
　
大
岡
昇
平
は
、　
一
九
七
五
年
に

「
『堺
事
件
』
疑
異
」
翁
オ
ー
ル
讀
物
」

一
九
七
五
年
二
月
）
並
び
に

「
『堺
事
件
』
の
構
図
―
―
森
鴎
外
に
お

け
る
切
盛
と
捏
造
―
―
止

翁
世
界
」

一
九
七
五
年
六
月
、
七
月
）
を
発
表
し
、
『堺
事
件
』
を
批
判
し
た
。
大
岡
は
、
「
堺
事
件
』
疑
異
」
の

中
で
、　
一
九
七
五
年
当
時

『堺
事
件
』
へ
の
評
価
は
、
「
よ
く
で
き
た
歴
史
小
説
」
と
い
う
評
価
が

一
般
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し

実
際
は
、
大
仏
次
郎

『天
皇
の
世
紀
』
（第
八
巻
、
朝
日
新
聞
社
、　
一
九
七

一
年
十

一
月
）
の
堺
事
件
の
記
述
に
引
用
さ
れ
は
し
た
が
、
大
岡

が

「
『堺
事
件
』
の
構
図
」
で
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
「個
別
研
究
は
少
な
い
」
状
態
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
『堺
事
件
』
を
最
初
に
本
格
的
に

論
及
し
、
批
判
し
た
の
は
、
大
岡
昇
平
で
あ
る
。

②
　
大
岡
昇
平

「歴
史
小
説
と
批
評
」
「
文
学
界
」

一
九
六
四
年
十

一
月
、
『歴
史
小
説
の
問
題
』
に
収
録
さ
れ
る
際
、
「現
代
史
と
し
て
の
歴
史
小

説
」
に
改
題

・
改
稿
さ
れ
た
）

二

大
岡
が
、
最
初
に
本
格
的
に
歴
史
小
説
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
、　
一
九
六

一
年
の

『蒼
き
狼
』
論
争
の
時
で
あ
る
。
こ
の
時
大
岡

成
吉
思
汗
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
遠
征
を
描
い
た
井
上
靖
の
歴
史
小
説

『蒼
き
狼
』
を
批
判
し
た
。

は



大
岡
は
、
『蒼
き
狼
』
に

つ
い
て

「井
上
氏
は
そ
の
主
人
公
を
氏
が
現
代

の
動
物
小
説
か
ら
得
た
狼
の
観
念
に
引
き
よ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
。
狼

の
原
理
は
全
篇
に
繰
り
返
さ
れ
、
氏
の
小
説
家
の
手
腕
に
よ

っ
て
、
作
品
に

一
応

の
統

一
を
与
え
て
い
る
が
、
原
理
に
は
現
実

性
が
な

い
か
ら
、
統

一
は
そ
ら
ぞ
ら
し
く
、
い
た
る
と
こ
ろ
破
綻
せ
ざ

る
を
得
な

い
」
ｏ
と
述

べ
た
。

つ
ま
り
大
岡
は
、
『蒼
き
狼
』
の
記

述
が
、
成
吉
思
汗
が

「狼

の
原
理
」
に
突
き
動
か
さ
れ
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
遠
征
を
行

っ
た
と
す
る

「物
語
」
だ
け
を
立
ち
上
げ
、

ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
遠
征
を
、
そ
の

「物
語
」

の
構
図
だ
け
に
回
収
す
る
記
述
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
記
述
の
結
果
、
『蒼
き
狼
』
は
成
吉
思
汗

に
よ
る

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
遠
征
と

い
う
歴
史
を
描
き
得
て
お
ら
ず
、
歴
史
小
説
と
し
て
破
綻
し
て
い
る
、
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

『蒼
き
狼
』
論
争
か
ら
三
年
後
、　
一
九
六
四
年
に

「文
学
界
」
に
掲
載
さ
れ
た

一
連

の
歴
史
小
説

へ
の
言
説
②
の
中
で
、
大
岡
は
以
下

の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

歴
史
に
死
ん
だ
子
を
惜
し
む
母
親
の
歎
き
を
見
る
の
は
正
し
く
、
司
馬
遷
の
歴
史
意
識
に
、
宮
刑
を
受
け
た
者
の
汚
濁
の
意
識
を
見
る
の
も
、
間

違
い
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
感
情
的
理
由
か
ら
、
歴
史
全
体
を
律
し
よ
う
と
い
う
の
は
、
幾
世
紀
に
わ
た
る
修
史
家
の
地
下
作
業
、
過

去
を
詳
細
に
知
り
た
い
と
い
う
自
然
の
要
求
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
。　
一
民
族
が
母
親
の
歴
史
だ
け
で
生
き
て
い
た
ら
、
確
実
に
亡
び
て
し
ま
う

だ
ろ
う
③
。

大
岡
は
、
「歴
史
に
死
ん
だ
子
を
惜
し
む
母
親

の
歎
き
」
「司
馬
遷
の
歴
史
意
識
に
、
宮
刑
を
受
け
た
者
の
汚
濁
の
意
識
」
を
見
る
の
は

正
し

い
と
は
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
母
親
の
感
情
」
「汚
濁
の
意
識
」
と

い
っ
た

「感
情
的
理
由
」
で

「歴
史
全
体
を
律
し
よ
う
」
と
す

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
「感
情
的
理
由
」
に
歴
史
を
回
収
す
る
の
は
、
歴
史

の
本
質
を
理
解
し
よ
う
と
す
る

「幾
世
紀
に
わ
た
る
修
史
家

の
地
下
作
業
」
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
と
述

べ
る
。
そ
し
て
あ
る
民
族
が
、
歴
史
を
、
「
母
親

の
歎
き
」
だ
け
か
ら
物
語
り
、
歴
史
を

記
述
す
る
際
に
、
「
母
親

の
歎
き
」
に
よ

っ
て
物
語
ら
れ
た

「物
語
」

の
構
図
に
回
収
す
る
記
述
方
法
を
採
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
民

族
は

「確
実
に
亡
び
て
し
ま
う
」
と
指
摘
す
る
。

つ
ま
り
大
岡
は
、
「感
情
的
理
由
」
は
歴
史
を
物
語
る
上
で
の

一
側
面
で
し
か
な
く
、
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大
岡
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歴
史
全
体
を
律
し
、
回
収
地
点
と
な
り
う
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
歴
史
を
、　
一
つ
の

「物
語
」
の
構
図
に
回
収
す
る
べ
き
で
は
な

い
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
で

一
九
七
四
年
に
発
表
し
た

「歴
史
小
説
の
問
題
」
に
お
い
て
、
大
岡
は
、
ハ
ン
ス

・
マ
グ
ヌ
ス

・
エ
ン
ツ
ェ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
の

『
ス
ペ
イ
ン
の
短

い
夏
』
■

九
七
二
年
‥
野
村
修
訳
　
晶
文
社
　
一
九
七
三
年
二
月
）
を
評
価
す
る
。

ス
ペ
イ
ン
戦
争
の
歴
史
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

一
指
導
者
の
暗
殺
を
扱
っ
た
Ｈ
・
Ｍ
・
エ
ン
ツ
ェ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
の

『
ス
ペ
イ
ン
の
短
い

夏
』
も
別
の
書
き
方
の
例
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
指
導
者
の
死
の
状
況
が
、
文
献
や
証
言
の
山
の
中
で
、
解
き
難
く
も
つ
れ
て
、
何
が
事
実
か
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
豊
か
な
文
献
を
駆
使
し
て
実
証
し
て
み
せ
た
作
品
で
あ
る
。
そ
し
て
作
者
は
、
昨
年
来
日
し
た
時
、
或
る
対
談
の

席
で
、
こ
の
作
品
は
純
粋
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
な
く
、
む
し
ろ
小
説
的
要
素
が
多
い
と
い
っ
て
い
る
０
。

ス
ペ
イ
ン
戦
争
時
の

一
指
導
者
の
暗
殺
事
件
を
扱

っ
た

『
ス
ペ
イ
ン
の
短
い
夏
』
と
い
う

「小
説
的
要
素
が
多

い
」
と
作
者

エ
ン
ツ
エ

ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
自
身
が
述
べ
て
い
る
作
品
に
つ
い
て
、
大
岡
は
、
「指
導
者
の
死
の
状
況
が
、
文
献
や
証
言
の
山
の
中
で
、
解
き
難
く
も

つ
れ
て
、
何
が
事
実
か
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
、
豊
か
な
文
献
を
駆
使
し
て
実
証
し
て
み
せ
た
作
品
」
と
述
べ
る
。
『
ス
ペ
イ

ン
の
短

い
夏
』
は
、　
一
指
導
者
の
暗
殺
に
よ
る
死
と

い
う
歴
史
を
物
語
る
時
、　
一
つ
の

「物
語
」
を
立
ち
上
げ
、
歴
史
を
、
そ
の

「物

語
」
の
構
図
に
回
収
す
る
と

い
う
記
述
方
法
を
採
ら
ず
、
多
く
の
文
献
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
物
語
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し

一
指
導

者
の
死
の
状
況
は
、
結
局

「何
が
事
実
か
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
」
お
り
、
『
ス
ペ
イ
ン
の
短

い
夏
』
に
は
、
た
だ

一
指
導
者
の
暗
殺
と
い

う
歴
史
だ
け
が
、
動
か
し
が
た
い
事
実
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
岡
は
、
『
ス
ペ
イ
ン
の
短
い
夏
』
の
よ
う
な
歴
史
小
説
の

歴
史
記
述
の
あ
り
方
を
、
歴
史
の

「別
の
書
き
方
の
例
を
提
供
し
て
い
る
」
と
評
価
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
大
岡
は
、　
一
連
の
歴
史
小
説

へ
の
言
説
の
中
で
、
安
易
に

一
つ
の

「物
語
」
を
立
ち
上
げ
、
歴
史
を
、
そ
の

「物
語
」

の
構
図
に
回
収
す
る
記
述
を
持

つ
歴
史
小
説
を
批
判
す
る
。　
一
方
で
、
豊
か
な
文
献
を
駆
使
す
る
な
ど
し
て
、
歴
史
を
、
複
数
の
側
面
か



ら
物
語
り
、
歴
史
の
多
面
性
を
実
証
し
、
結
果
、
何
が
真
実
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
た
だ
歴
史
だ
け
が
動
か
し
が
た
い
事
実
と
し
て

存
在
し
て
い
る
、
と
す
る
歴
史
小
説
に
対
し
て
は
、
歴
史
記
述
の
方
法
の

一
つ
を
示
し
て
い
る
、
と
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
大
岡
は
、　
一
九
七
五
年
に

『堺
事
件
』
を
、
こ
れ
ま
で
の
彼
の
歴
史
小
説

へ
の
言
説
の
中
で
批
判
し
て
き
た
歴
史
小
説
と
同
様
で

あ
る
、
す
な
わ
ち
、
安
易
に

一
つ
の

「物
語
」
を
立
ち
上
げ
て
、
歴
史
を
、
そ
の

「物
語
」
の
構
図
に
回
収
す
る
記
述
を
持
つ
歴
史
小
説

で
あ
る
、
と
批
判
し
た
。

大
岡
の

『堺
事
件
』
批
判
は
、
大
岡
自
身
に
よ
つ
て
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

・
全
体
と
し
て
、
鴎
外
の
美
談
作
り
の
意
図
が
露
骨
で
、
歴
史
小
説
の
方
法
と
し
て
疑
間
が
あ
る
同
。

。
一
方
に
は
無
法
な
洋
夷
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
お
り
、
他
方
こ
れ
を
排
除
せ
ん
と
決
意
し
、
皇
国
意
識
に
目
醒
め
た
土
佐
藩
士
が
い
る
。
彼
等

は
洋
夷
の
圧
力
に
よ
っ
て
切
腹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
正
に
ぞ
の
切
腹
に
よ
っ
て
洋
夷
を
遁
走
せ
し
め
た
。
洋
夷
に
対
し
て
謝
罪
は
し
な

い
が
、
切
腹
の
場
に
臨
み
、
無
言
の
う
ち
に
、
彼
等
の
不
幸
を
見
守
る
、
天
皇
家
が
あ
っ
た
。
封
建
的
土
佐
藩
は
助
命
さ
れ
た
九
士
を
流
罪
に
し
た

が
、
天
皇
制
は
幼
帝
即
位
を
機
に
特
赦
す
る
仁
慈
と
権
威
を
持
っ
て
い
る
。
鴎
外
が
捏
造
し
た
こ
の
構
図
ほ
ど
山
県
体
制
に
役
立
つ
も
の
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
０
。

吉
田
熙
生
は
、
大
岡
の

『堺
事
件
』
批
判
の
動
機
を
、
コ
レ
イ
テ
戦
記
』
の
執
筆
と
完
成
に
あ

っ
た
」
と
指
摘
、
コ
堺
事
件
」

の
作
者

鴎
外

の
位
置
は
、
レ
イ
テ
戦
の
事
実
を
都
合
よ
く
書
き
替
え
る
高
級
将
校

の
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
」
「兵
士

の
死
を
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー
に
よ

っ
て
美
化
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
う
し
た
作
者
鴎
外
を
偶
像
化
す
る
こ
と
は
、
大
岡
に
は
認
め
が
た
い
こ
と
だ

つ
た
」
０

と
述

べ
て
い
る
。
大
岡
は
、
『
レ
イ
テ
戦
記
』
の
あ
と
が
き
に
お

い
て

「旧
職
業
軍
人
の
怠
慢
と
粉
飾
さ
れ
た
物
語
に
対
す
る
憤
類
」
③
が

あ

っ
た
、
と
述
べ
る
。
大
岡
は
、
旧
軍
人
た
ち
に
よ
る
レ
イ
テ
戦
の
記
述
が
、
レ
イ
テ
戦
を
美
化
す
る

「物
語
」
を
立
ち
上
げ
、
レ
イ
テ

戦
を
、
そ
の

「物
語
」

の
構
図
に
回
収
す
る
記
述
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て

『堺
事
件
』
が
、
旧
軍
人
た
ち
に
よ

っ
て
記

大
岡
昇
平

『堺
港
攘
夷
始
末
』
論
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大
岡
昇
平

『堺
港
攘
夷
始
末
』
論
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さ
れ
た
レ
イ
テ
戦
と
同
様
に

「全
体
と
し
て
、
鴎
外
の
美
談
作
り
の
意
図
が
露
骨
」
で
あ
り
、
『堺
事
件
』
の
歴
史
記
述
は
、
３
無
法
な

洋
夷
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
」
を

「皇
国
意
識
に
目
醒
め
た
土
佐
藩
士
」
が
、
「切
腹
」
と
い
う
命
を
代
償
に
し
た
行
為
に
よ

っ
て
遁
走

せ
し
め
、
天
皇
家
は
、
「切
腹
」
し
た
土
佐
藩
士
の

「不
幸
を
見
守
」
り
、
「助
命
さ
れ
た
」
土
佐
藩
士
を

「特
赦
す
る
仁
慈
と
権
威
を
持

っ
て
い
る
」
〉
と
い
う
殉
国
の

「物
語
」
を
立
ち
上
げ
、
堺
事
件
を
、
そ
の

「物
語
」
の
構
図
に
回
収
す
る
記
述
で
あ
る
、
と
批
判
す
る

の
で
あ
る
。

『蒼
き
狼
』
論
争
か
ら

『堺
事
件
』
批
判
の
時
点
ま
で
、
大
岡
は

一
貫
し
て
、
あ
る

一
つ
の

「物
語
」
を
立
ち
上
げ
、
歴
史
を
、
そ
の

「物
語
」
の
構
図
に
回
収
す
る
記
述
を
持

つ
歴
史
小
説
を
批
判
し
て
き
た
電

大
岡
は
、
『堺
港
攘
夷
始
末
』
に
つ
い
て

「諸
史
料
を
比
較
し
て
の
、
私
な
り
に
事
件
を
再
構
成
し
た
も
の
」
岡
と
述
べ
て
い
る
。
『堺

港
攘
夷
始
末
』
は
、
『堺
事
件
』
と
は
違
う
方
法
で
堺
事
件
を
記
述
し
て
い
く
り

『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
『堺
事
件
』
に
対
抗
す
る
形

で
、
『堺
事
件
』
と
は
違
う
記
述
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
書
か
れ
た
歴
史
小
説
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て

『堺
事
件
』
批
判
は
、
そ
の

模
索
の
出
発
点
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
下
本
稿
で
は
、
『堺
事
件
』
の
記
述
方
法
と
の
比
較
に
よ

っ

て
、
『堺
港
攘
夷
始
末
』
に
お
け
る
歴
史
記
述
の
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

大
岡
昇
平

「常
識
的
文
学
論

ｏ
『蒼
き
狼
』
は
歴
史
小
説
か
」
「
群
像
」

一
九
六

一
年

一
月
）

大
岡
は

一
九
六
三
年
六
月
か
ら
六
四
年
十

一
月
に
か
け
て

「文
学
界
」
に
十
三
回
連
載
し
た

『現
代
小
説
作
法
』
の
う
ち
八
回

（六
三
年
九

十
月
、
六
四
年
三

。
四

・
六

・
七

・
九

・
十

一
月
）、
歴
史
小
説
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

大
岡
昇
平

「歴
史
小
説
と
批
評
」
（前
掲
）

大
岡
昇
平

「歴
史
小
説
の
問
題
」
「
文
学
界
」

一
九
七
四
年
六
月
）

大
岡
昇
平

「
『堺
事
件
』
疑
異
」
（前
掲
）

言主
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大
岡
昇
平

「
『堺
事
件
』
の
構
図
―
―
森
鴎
外
に
お
け
る
切
盛
と
捏
造
―
―
止

釜
則
掲
）

吉
田
熙
生

「大
岡
昇
平
の
人
と
作
品
」
亀
「鑑
賞
日
本
現
代
文
学
」
２６
　
大
岡
昇
平

・
武
田
泰
淳
』
所
収
、
角
川
書
店
、　
一
九
九
〇
年
十
二
月
）

大
岡
昇
平

「
『
レ
イ
テ
戦
記
』
あ
と
が
き
」
「
レ
イ
テ
戦
記
』
所
収
、
中
央
公
論
社
、　
一
九
七

一
年
九
月
）

柴
口
順

一
は

「大
岡
昇
平
に
お
け
る
歴
史

（工Ｃ

『堺
港
攘
夷
始
末
Ｌ

（「帯
広
畜
産
大
学
人
文
社
会
科
学
論
集
」

一
九
九
八
年
十
月
、
『大
岡

昇
平
と
歴
史
』
所
収
、
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
二
年
五
月
）
に
お
い
て
、
『堺
事
件
』
批
判
時
の
大
岡
の
言
説
に
つ
い
て
、
コ
蒼
き
狼
』
論
争
か

ら

「歴
史
小
説
の
問
題
」
に
至
る
ま
で
の
、
歴
史
と
文
学
あ
る
い
は
歴
史
記
述
と
歴
史
小
説
に
関
す
る
発
言
を
越
え
る
新
た
な
も
の
は
、
今
回

の
大
岡
の
発
言
に
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

大
岡
昇
平

「
『堺
事
件
』
批
判
そ
の
後
」
「
群
像
」

一
九
七
七
年
九
月
）

大
江
健
三
郎
は

「多
面
的
な
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」
亀
大
岡
昇
平
全
集
１３
』
所
収
、
筑
摩
書
房
、　
一
九
九
六
年

一
月
）
に
お
い
て
、
「堺
事
件
を

実
際
に
物
語
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
と
、
大
岡
の
手
法
は
、
（中
略
）
多
声
的
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

三

『堺
事
件
』
は
、
「事
件
を
展
開
さ
せ
た
動
力
は
、
き
わ
め
て
特
殊
な
状
況
に
あ

つ
た
朝
廷
政
府
と
フ
ラ
ン
ス
公
使
を
は
じ
め
と
す
る
外

国
の
外
交
団
と
の
力
関
係
に
あ

っ
た
わ
け
だ
が
、
鴎
外
は
そ
れ
を
も
消
去
し
て
土
佐
藩
兵
士
に
叙
述
を
限
定
し
、
立
体
図
を
平
面
図
に
変

え
て
し
ま

っ
た
」
ｏ

（亀
井
秀
雄
）
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
て
い
る

『堺
事
件
』
批
判
を
出
発
点
と
す
る

『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
『堺
事
件
』

に
記
述
さ
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
事
象
で
あ
る
堺
事
件
の
勃
発
し
た
慶
応
四
年
二
月
当
時
の
政
治
力
学
、
具
体
的
に
は
、
新
政
府
と
フ
ラ

ン
ス
を
始
め
と
す
る
欧
米
列
強
と
の
関
係
を
記
述
し
て
い
く
。

前
日
十
四
日
、
西
本
願
寺
で
、
大
坂
裁
判
所
総
督
醍
醐
忠
順
、
外
国
事
務
総
督
東
久
世
通
祀
、
伊
達
宗
城
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
諸
国
公
使
と
の

会
見
の
主
要
議
題
で
あ
っ
た
京
都
に
お
け
る
天
皇
謁
見
に
つ
い
て
は
遂
に
決
定
に
到
ら
な
か
っ
た
。
親
幕
派
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
ロ
ッ
シ
ュ
は
む
ろ
ん

反
対
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
は
賛
成
、
と
い
う
よ
り
推
進
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
積
極
的
な
意
向
を
表
明
せ
ず
慎
重
に
大
勢
静

大
岡
昇
平

『堺
港
攘
夷
始
末
』
論
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大
岡
昇
平

『堺
港
攘
夷
始
末
』
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

望
の
態
度
を
と
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
イ
ギ
リ
ス
に
同
調
す
る
と
言
明
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
プ
ロ
シ
ャ
は
、
ロ
ッ
シ
ュ
ほ
ど
で
な
い
ま

で
も
、
新
政
府
の
実
力
に
な
お
懐
疑
的
で
あ

っ
た
。

慶
応

四
年
二
月
当
時
、
新
政
府
は
、
徳
川
幕
府
で
は
な
く
自
分
た
ち
が
日
本
の
正
当
な
政
府
で
あ
る
と
欧
米
列
強
に
承
認
し
て
も
ら
う

た
め
、
諸
国
公
使
の
天
皇
謁
見
を
政
治
外
交
日
程
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
欧
米
列
強
の
う
ち
、
諸
国
公
使

の
天
皇
謁
見
に
賛
成

・
推

進

の
立
場
を
と
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
と
、
イ
ギ
リ
ス
に
同
調
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
ニ
カ
国
の
み
、
し
か
し
、
こ
の
両
国
と
も
表
向
き
は
慎
重
に

大
勢
観
望
の
態
度
を
と

っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
プ

ロ
シ
ャ
の
三
国
は
新
政
府
の
実
力
に
懐
疑
的
、
何
よ
り
親
幕
的
態
度
を

と

る

フ
ラ
ン
ス
公
使

ロ
ッ
シ

ュ
の
反
対
に
あ

っ
て
、
諸
国
公
使

の
天
皇
謁
見
は
、
日
程
を
決
め
る
ど
こ
ろ
か
、
実
現
が
危

ぶ
ま
れ
て
い

た
。
二
月
十
四
日
、
西
本
願
寺

に
お

い
て
新
政
府
外
交
当
局
と
諸
国
公
使
の
会
見
が
行
わ
れ
、
そ
の
翌
日
、
堺
に
お
い
て
、
堺
港
を
警
備

す
る
土
佐
藩
士
と
、
天
皇
謁
見
に
反
対
の
立
場
を
と
る
フ
ラ
ン
ス
の
水
兵
と
の
間
に
紛
争
が
生
じ
、
フ
ラ
ン
ス
水
兵
十

一
人
が
土
佐
藩
士

に
射
殺
さ
れ
た
。

・
宗
城
の
苦
哀
、
察
す
る
に
余
り
あ
る
が
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
は
終
始
宗
城
ら
に
好
意
的
で
、
適
切
に
助
言
し
は
げ
ま
し
て
い
る
さ
ま
が
察
せ
ら
れ

Ｚ
つ

。ｏ
折
柄
、
京
都
で
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
付
医
師
ウ
ィ
リ
ス
の
治
療
を
受
け
て
い
た
山
内
容
堂
は
、
十
八
日
遺
憾
の
意
を
表
し
、
ウ
ィ
リ
ス
に
同
行
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
書
記
官
ミ
ッ
ト
フ
オ
ー
ド
に
ロ
ッ
シ
ュ
と
諸
外
国
の
代
表
に
伝
え
る
よ
う
依
頼
し
た
。

以
上

の
よ
う
に

『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
堺
事
件
処
理
の
過
程

で
、
イ
ギ
リ
ス
が
、
新
政
府
外
交
当
局

に

「適
切
な
助
言
し
励
ま
し

て
」

い
る
こ
と
を
、
ま
た
新
政
府
側
も
、
土
佐
藩
前
藩
主
山
内
容
堂
が
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
書
記
官
ミ
ッ
ト

フ
オ
ー
ド
に
、
ロ
ィ
ン
ュ
と
他

の
諸
外
国
の
代
表
に
遺
憾

の
意
を
伝
え
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
力
を
借
り
て
い
る
こ
と
を
記
す
。
堺
事
件
処
理
の

過
程

で
、
新
政
府
が
、
親
新
政
府

の
態
度
を
取
る
イ
ギ
リ
ス
と
密
接
な
関
わ
り
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。



な
お
宗
城
は
す
で
に
二
十
二
日
、
兵
庫
で
祝
砲
の
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、
帰
途
パ
ー
ク
ス
を
訪
ね
て
、
応
砲
を
発
す
る
必
要
は
な
い
、
と
教
わ
っ
て

い
る
。
す
べ
て
は
手
探
り
の
外
交
で
あ
っ
た
。
二
十
四
日
、
宗
城
は
御
門
よ
り
の
贈
物
と
し
て
、
錦
布
を
パ
ー
ク
ス
に
手
交
し
て
い
る
。

新
政
府
外
交
当
局
は
、
堺
事
件
処
理
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
艦
船
に
謝
罪
に
訪
れ
た
山
階
宮
に
対
す
る
祝
砲

へ
の
応
砲
を
発
す
る
必
要
の
な

い
こ
と
ま
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
に
教
わ

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『堺
港
攘
夷
始
末
』
に
付
せ
ら
れ
た
久
留
島
浩

・
宮
崎
勝
義

作
成
の

「注
」
の
２４
②
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
『堺
港
攘
夷
始
末
』
本
文
は
、
二
月
二
十
四
日
に
、
伊
達
宗
城

が
パ
ー
ク
ス
に
、
「御
門
よ
り
の
贈
物
」
で
あ
る

「錦
布
」
を

「手
交
し
て
い
る
」
こ
と
を
記
す
。
堺
事
件
処
理
を
め
ぐ
る
新
政
府
の
外

交
は
、
す
べ
て

「手
探
り
」
で
あ
り
、
新
政
府
の
後
ろ
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
影
が
見
え
隠
れ
す
る
。
堺
事
件
と
そ
の
処
理
を
、
日
仏
関
係

の
構
図
だ
け
で
物
語
り
、
そ
の

「物
語
」
の
構
図
に
回
収
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
、
別
の

「物
語
」
の
構
図
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

一
方
で
、
堺
事
件
の
処
理
に
よ
り
、
二
月
十
五
日
の
時
点
で

「
ミ
カ
ド
の
政
府
は
ク
ー
デ
タ
政
権
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
謁
見
に
は
応

じ
ら
れ
な
い
」
と
発
言
し
、
天
皇
に
謁
見
す
る
た
め
の
京
都
招
待
に
断
乎
と
し
て
拒
否
し
て
い
た
ロ
ッ
シ
ュ
で
は
あ
る
が
、
二
十
三
日

「十

一
士
が

一
週
間
の
間
に
処
刑
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
政
府
の
認
め
」
る
に
到
る
。
そ
し
て
、
二
十
五
日

「堺
事
件
の
迅
速
な
処
理

に
よ

っ
て
遂
に
折
れ
て
」
、
二
月
晦
日
に
京
都
御
所
に
参
内
、
天
皇
に
謁
見
す
る
こ
と
が
決
定
す
る
。
堺
事
件
と
そ
の
処
理
の
過
程
か

ら
、
新
政
府
の
政
治
外
交
日
程
上
の
懸
案
の

一
つ
が
解
決
さ
れ
る
に
到
る
、
と
い
う

「物
語
」
の
構
図
が
立
ち
上
が
る
。

ま
た
、
『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
公
使
の
参
内
日
の
二
月
晦
日
に
パ
ー
ク
ス
が
、
「天
誅
組
の
乱
」
貧

八
六
一こ

に
参
加
し
た
経
験
を
も

つ
三
枝
翡
ら
に
よ

つ
て
襲
撃
さ
れ
た
事
件
を
記
す
。

し
か
し
、
三
枝
の
処
分
は
早
か
っ
た
。
（中
略
）
外
国
人
を
殺
害
、
ま
た
殺
害
し
よ
う
と
し
た
者
を
、
神
戸
、
堺
の
例
の
よ
う
に
名
誉
の
刑
で
あ

る
切
腹
で
は
な
く
、
武
士
の
資
格
剥
奪
の
上
、
斬
首
、
臭
首
の
加
辱
刑
に
処
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
パ
ー
ク
ス
と
ロ
ッ
シ
ュ
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

発
議
と
自
慢
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
に
見
た
よ
う
に
、
二
月
二
十
四
日
山
階
宮
の
ヴ
ェ
ニ
ス
号
訪
礼
の
際
、
ロ
ッ
シ
ュ
と
伊
達
宗
城
の
間
で
話
合
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わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
件
は
ロ
ッ
シ
ュ
の
勝
ち
。

堺
事
件
処
理
の
過
程
で
、
ロ
ッ
シ
ュ
の
発
議
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
外
国
人
を
殺
害
、
あ
る
い
は
殺
害
し
よ
う
と
し
た
者
に
許
さ
れ
て

い
た
名
誉
の
刑
で
あ
る

「切
腹
」
が
許
さ
れ
な
く
な
り
、
「
パ
ー
ク
ス
襲
撃
事
件
」
以
降
は
、
武
士
の
資
格
剥
奪
の
上
、
「加
辱
刑
」
に
処

す
と
い
う
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
、
と
記
す
。
堺
事
件
に
よ

っ
て
、
外
国
人
を
襲
撃
し
た
者
へ
の
刑
罰
の
方
法
も
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
『堺
事
件
』
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
堺
事
件
当
時
の
新
政
府
と
フ
ラ
ン
ス
を
始
め
と
す
る
欧
米
列

強
と
の
関
係
を
記
述
す
る
。
様
々
な
レ
ベ
ル
の
事
象
を
記
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
堺
事
件
を
、
堺
に
勃
発
し
た
土
佐
藩
警
備
兵
と
フ
ラ
ン

ス
水
兵
の
局
地
的
な
紛
争
、
と
い
う
レ
ベ
ル
で
回
収
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
る
。
堺
事
件
の
起
き
た
慶
応
四
年
二
月
当
時
の
新
政
府
を

取
り
巻
く
国
際
環
境
を
含
め
た
様

々
な
レ
ベ
ル
の
事
象
を
記
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
堺
事
件
勃
発
と
そ
の
処
理
を
め
ぐ
る
複
数
の

「物

語
」
が
立
ち
上
が
り
、
『堺
港
攘
夷
始
末
』
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

亀
井
秀
雄

「「歴
史
」
と
歴
史
と
小
説
の
間
」
「
文
学
」

一
九
九
〇
年
四
月
）

久
留
島
浩

。
宮
崎
勝
義

『堺
港
攘
夷
始
末
』
注

（『堺
港
攘
夷
始
末
』
所
収
、
中
央
公
論
社
、　
一
九
八
九
年
十
二
月
）
２４
は

「「伊
達
宗
城
御
手

帳
留
」
二
月
二
十
四
日
条
の
原
文
は
、
「京
ヨ
リ
三
条

（実
美
）
文
参
り
候
。　
一
、
英
公
使
へ
、
内
々
尽
カ
ニ
付
、
錦
下
サ
レ
候
事
」
と
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
一条
か
ら
書
簡
が
来
て
、
パ
ー
ク
ス
に
錦
布
が
下
賜
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
伝
え
て
来
た
」
と
い
う
の
が
正
確
な
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
日
に
錦
布
が
手
交
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。」
と

『堺
港
攘
夷
始
末
』
本
文
の
記
述
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
。

四

『堺
港
攘
夷
始
末
』
に
お
い
て

「わ
が
主
人
公
」
と
称
さ
れ
る
土
佐
藩
六
番
隊
隊
長

・
箕
浦
猪
之
吉
を
、
『堺
事
件
』
は
、
「攘
夷
は
ま

だ
こ
の
男
の
本
領
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
」
と
記
述
す
る
。
『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
こ
の
記
述
を

「軽
蔑
的
評
価
」
と
批
判
し
た
上
で
、

言主
(2)(1)



箕
浦
に
関
す
る
複
数
の

「物
語
」
を
立
ち
上
げ
て
い
く
。

『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
に
箕
浦
が
、
容
堂
の
前
で

「洋
人
航
海
図
に
題
す
」
と
い
う

「攘
夷
」
の
詩
を
作

っ

た
こ
と
を
記
す
な
ど
、
箕
浦
が

「攘
夷
」
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し

『堺
事
件
』
の
よ
う
に
、
「攘
夷
は
ま

だ
こ
の
男
の
本
領
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
」
と
、
箕
浦
を
い
か
に
も
時
代
遅
れ
の
思
想
の
持
ち
主
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
述
す
る
の
で
は
な

く
、
「慶
応
三
年
兵
庫
開
港
、
四
国
艦
隊
の
大
坂
湾
侵
入
以
来
の
京
坂
の
状
勢
に
は
、
安
政
、
文
久
と
は
違

っ
た
危
機
感
が
あ

っ
た
」
と

当
時
の
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
を
記
し
、
堺
事
件
当
時
に
お
け
る
箕
浦
の

「攘
夷
」
が
、
当
時
の
国
際
環
境
を
踏
ま
え
て
の

「攘

夷
」
で
あ

っ
た
こ
と
を
記
す
。
そ
も
そ
も

『堺
港
攘
夷
始
末
』
に
お
い
て
、
堺
事
件
当
時
の

「攘
夷
」
は
、
井
伊
直
弼
が
勅
許
を
得
ず
し

て
諸
外
国
と
条
約
を
結
ん
だ
安
政
年
間
の

「攘
夷
」
と
も
、
生
麦
事
件
の
起
き
た
文
久
年
間
の

「攘
夷
」
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
、
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。
「攘
夷
」
は
、
時
代
の
位
相
に
よ

っ
て
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
安
易
に
何
か
の
回
収
地
点
と
な
り
う
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
。

気
性
が
激
し
か
っ
た
の
は
、
そ
の
二
月
十
五
日
の
言
動
が
示
し
て
い
る
。
当
時
、
数
え
二
十
五
歳
、
そ
れ
ま
で
に
妻
を
二
人
離
別
し
て
い
る
。
家

学
は
山
崎
闇
斎
、
浅
見
細
斎
に
連
る
崎
門
学
派
で
、
即
ち
君
主
は
天
に
則
っ
て
民
を
治
む
べ
き
で
あ
っ
て
、
道
を
外
し
て
は
な
ら
な
い
。
君
側
の
奸

の
献
策
あ
る
と
し
て
、
決
断
を
誤
っ
た
君
主
は
君
主
の
資
格
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。
／
（中
略
）／
日
本
の
武
家
政
体
が
永
く
続
い
た
の
は
、
天
皇
と

摂
関
家
が
そ
の
徳
を
失
っ
た
た
め
で
あ
る
。
い
ま
幕
府
徳
を
失
う
。
し
か
し
天
朝
も
こ
れ
を
踏
襲
す
れ
ば
、
そ
の
道
理
は
立
た
な
い
と
い
う
の
が
、

箕
浦
の
考
え
だ
っ
た
ろ
う
。
／
し
か
し
彼
の
言
動
を
、
あ
ま
り
そ
の
思
想
に
お
い
て
見
る
と
間
違
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

箕
浦
の
思
想
を
形
成
し
た
の
は
、
代
々
学
を
も

っ
て
山
内
家
に
仕
え
た
箕
浦
家
の
家
学
と
さ
れ
る

「崎
門
学
派
」
の
思
想
、
す
な
わ
ち

「君
主
は
天
に
則

っ
て
民
を
治
む
べ
き
で
あ
っ
て
、
道
を
外
し
て
は
な
ら
な
い
。
君
側
の
奸
の
献
策
あ
る
と
し
て
、
決
断
を
誤

っ
た
君
主

は
君
主
の
資
格
は
な
い
」
と
い
う
思
想
で
あ
っ
た
。
箕
浦
の
考
え
は
、
「
日
本
の
武
家
政
体
が
永
く
続
い
た
の
は
、
天
皇
と
摂
関
家
が
そ
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の
徳
を
失

っ
た
た
め
で
あ
る
。

い
ま
幕
府
徳
を
失
う
。
し
か
し
天
朝
も
こ
れ
を
踏
襲
す
れ
ば
、
そ
の
道
理
は
立
た
な

い
」
と

い
う
も
の
で

あ
る
。
「攘
夷
」

の
持
ち
主
で
あ
る
箕
浦
が
、
「
天
朝
」
が
開
国
和
親
に
傾
く
時
、
開
国
和
親
こ
そ

「君
側
の
奸
の
献
策
」
で
あ
り
、
そ
の

献
策
を
阻
止
す

べ
く

「攘
夷
」
を
実
行
に
移
し
た
、
と
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し

「彼
の
言
動
を
、
あ
ま
り
そ
の
思
想
に
お
い

て
見
る
と
間
違

っ
て
く
る
だ
ろ
う
」
と
記
す
。
箕
浦
を

「
思
想
」
だ
け
に
回
収
し
て
は
な
ら
な

い
と
し
、
習
心
想
」
と
は
別
に
、
箕
浦
の

「気
性
が
激
し
か

っ
た
」
と

い
う
こ
と
も
記
し
て
い
る
。

ま
た
箕
浦
は
、
堺
事
件
当
時
土
佐
藩

に
あ

っ
て
、
「板
垣
ら
討
幕
派

に
与
せ
ず
、
佐
幕
派
に
も
目
さ
れ
た
」
人
物

で
あ

っ
た
。
し
か

し
、
当
時
土
佐
藩
に
お
い
て
、
藩
主
は

「す
で
に
実
力
の
な

い
帽
子
の
よ
う
な
存
在
に
な

っ
て
」
お
り
、
藩
の
実
権
は
、
箕
浦
が
与
す
る

こ
と
な
か

っ
た
、
薩
摩
と
討
幕

の
密
約
を
結
ん
だ
板
垣
退
助
ら
討
幕
派
の
手

の
中
に
あ

っ
た
。
土
佐
藩

の
政
治
力
学

の
中
で
、
「佐
幕
派
」

と
目
さ
れ
る
箕
浦
は
反
主
流
派
で
あ
り
、
政
治
的
不
満
分
子
で
あ
る
。

こ
の
時
、
箕
浦
が
攘
夷
実
行
に
よ
っ
て
、
天
皇
謁
見
の
大
勢
を
覆
そ
う
と
す
る
意
向
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
き
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
瀧
善
三
郎
の
切
腹
を
知
っ
て
、
自
分

一
人
腹
を
切
れ
ば
す
む
、
と
思
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
決
意
を
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可

能
で
は
な
い
。

政
治
的
不
満
分
子
で
あ
る
箕
浦
が
、
諸
国
公
使
の

「
天
皇
謁
見
」
と

い
う
当
時

の
政
治
外
交
日
程
を

「覆
そ
う
と
す
る
意
向
」
を
も

っ

て
、
フ
ラ
ン
ス
水
兵
に
対
す
る
射
撃
命
令
を
出
し
た
こ
と
は

「き
め
ら
れ
な

い
」
と
は

一
応
記
述
し
な
が
ら
、
「瀧
善
三
郎

の
切
腹
」
、
す

な
わ
ち
、
神
戸
事
件
ｏ
と
そ
の
処
理
を
う
け
て
、
「そ
れ
く
ら

い
の
決
意
を
す
る
こ
と
は
ま

っ
た
く
不
可
能
で
は
な

い
」
と
も
記
す
。
政

治
状
況

へ
の
判
断
か
ら
、
箕
浦
が
射
撃
命
令
を
出
し
た
こ
と
を
否
定
は
し
て
い
な

い
。

彼
の
日
か
ら

「射
て
」
の
声
が
出
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
パ
リ
ス
測
量
隊
の
動
き
を
見
て
い
た
結
果
、
彼
の
内
部
に
積
っ
て
い
た
感
情
の
は
け
回

と
し
て
、
可
能
で
あ
る
。



そ
の

一
方
で
、
箕
浦
が

「感
情
の
は
け
口
」
と
し
て
射
撃
命
令
を
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
の
可
能
性
に
も
言
及
し
、
箕
浦
は
な
ぜ
射
撃

命
令
を
出
し
た
の
か
、　
一
つ
の

「物
語
」
の
構
図
へ
の
回
収
を
不
可
能
に
し
て
い
る
。

『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
箕
浦
の
思
想
、
性
格
、
政
治
的
立
場
並
び
に
判
断
、
感
情
な
ど
、
箕
浦
像
を
物
語
る
彼
の
複
数
の
側
面
を
記

述
し
て
い
く
。
箕
浦
が
単
に

「攘
夷
」
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
水
兵
に
射
撃
命
令
を
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
箕
浦
を
物
語
る
こ
と
の
で
き
る
複
数
の
側
面
か
ら
、
彼
が
射
撃
命
令
を
出
し
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

箕
浦
は
死
の
際
に

「除
却
洋
気
答
国
恩
／
決
然
豊
可
省
人
言
／
唯
令
大
義
伝
千
歳
／

一
死
元
来
不
足
論
」
と
い
う
七
言
絶
句
を
残
し
て

い
る
。
『堺
事
件
』
は
こ
の
詩
を
引
い
て

（『堺
事
件
』
で
は

「洋
気
」
を

「妖
気
」、
「令
大
義
」
を

「教
大
義
」
と
し
て
い
る
）、
「攘
夷
は
ま
だ

こ
の
男
の
本
領
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
」
と
し
た
。
し
か
し

『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
「彼
は
そ
の
敬
慕
す
る
皇
室
に
も
、
容
堂
に
も
裏
切

ら
れ
て
、
自
ら
の
主
張
す
る

「大
義
」
に
殉
ぜ
ん
と
し
た
、
と
こ
の
七
言
絶
句
か
ら
、
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

箕
浦
が
、
「攘
夷
」
と
い
う

「大
義
」
に
殉
じ
死
ん
で
い
く
と
い
う
構
図
だ
け
で
は
な
く
、
箕
浦
の
死
が
、
「皇
室
に
も
、
容
堂
に
も
裏
切

ら
れ
」
た
政
治
力
学
の
中
の
死
で
も
あ
る
こ
と
を
記
述
す
る
。
『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
箕
浦
の
死
に
お
け
る
彼
の

「大
義
」
を
否
定
は

し
て
い
な
い
。
し
か
し
箕
浦
の
死
を
、
「大
義
」
だ
け
に
よ

つ
て
物
語
り
、　
一
方
的
に

「大
義
」
に
回
収
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
箕

浦
の
死
は
、
強
い
ら
れ
た
死
で
あ
り
、
「反
抗
と
自
己
主
張
が
あ
る
」
「新
政
府
と
容
堂

へ
の
抗
議
を
内
蔵
し
て
い
る
」
死
と
い
う
側
面
も

あ
り
、
箕
浦
の
死
を
、
堺
事
件
の
政
治
力
学
的
構
図
の
中
で
も
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
箕
浦
猪
之
吉
の
フ
ラ
ン
ス
水
兵
に
射
撃
命
令
を
出
す
と
い
う
行
動
と
、
そ
の
死
を
、
複
数
の
側
面
か
ら
物
語

る
。
「わ
が
主
人
公
」
と
称
さ
れ
る
箕
浦
で
は
あ
る
が
、
箕
浦
は
複
数
の
側
面
か
ら
物
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え

つ
て
箕
浦
を
物
語

る
焦
点
は
、
ぼ
か
さ
れ
る
。
そ
の
結
果

『堺
港
攘
夷
始
末
』
に
は
、
箕
浦
が
、
堺
港
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
水
兵
に
射
撃
命
令
を
出
し
、
フ

ラ
ン
ス
水
兵
を
射
殺
し
た
こ
と
に
よ
り
、
切
腹
処
分
を
受
け
た
、
と
い
う
歴
史
だ
け
が
、
動
か
し
が
た
い
事
実
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
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岡
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『堺
港
攘
夷
始
末
』
論

で
あ

る
。

註
０
　
神
戸
事
件
は
、
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）

一
月
十

一
日
、
神
戸
三
宮
に
お
い
て
、
備
前
藩
兵
の

三
砲
兵
隊
隊
長
瀧
善
三
郎
だ
け
が
、
責
任
を
と

っ
て
切
腹
処
分
と
な

っ
た
。
『堺
港
攘
夷
始
末
』

て
い
る
。

五

フ
ラ
ン
ス
水
兵
を
射
殺
し
た
こ
と
に
よ
り
、
土
佐
藩
士
二
十
名
が
切
腹
処
分
と
な
る
。

・
箕
浦
は
薄
れ
行
く
意
識
で
夷
人
の
お
び
え
る
の
を
見
な
が
ら
、
死
ぬ
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。

。
大
石
は
体
躯
長
大
の
偉
丈
夫
で
、
（中
略
）
座
に
就
く
と
フ
ラ
ン
ス
人
を
呪
み
つ
け

（後
略
）

土
佐
藩
士
切
腹
の
場
面
に
お
い
て
、
『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
切
腹
す
る
土
佐
藩
士
の
側
に
、
殉
国
の
意
識
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

を
記
述
し
て
い
る
。
し
か
し

『堺
事
件
』
が
、
「介
錯
人
小
坂
は
少
し
慌
て
た
ら
し
く
、
西
村
が
ま
だ
右

へ
引
い
て
ゐ
る
う
ち
に
、
背
後

か
ら
切
つ
た
。
首
は
三
間
ば
か
り
飛
ん
だ
」
「中
に
も
柳
瀬
は

一
旦
左
か
ら
右

へ
引
き
廻
し
た
刀
を
、
再
び
右
か
ら
左

へ
引
き
戻
し
た
の

で
、
腸
が
創
口
か
ら
浴
れ
て
出
た
」
と
切
腹
の
凄
惨
さ
を
記
述
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
切
腹
の
凄
惨
さ
に
怖
気
づ
い
て
遁
走
し
た
、
と
い
う

「物
語
」
の
構
図
を
導
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
「西
村
と
次
の
六
番
隊
小
頭
池
上
弥
三
吉
は
、
型

通
り
に

一
文
字
に
切

っ
た
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
か
」
、
柳
瀬
の
切
腹
の
際

「腸
が
創
口
か
ら
溢
れ
て
出
た
」
と
す
る
こ
と
も
、
で
」
れ
は
十

二
番
の
橋
詰
愛
平
が
現
れ
た
時
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
に
わ
か
に
恐
怖
の
色
を
現
わ
し
た
、
と
の
記
述
に
合
わ
せ
た
も
の
と
疑
う
余
地
が

あ
る
」
と
記
し
、
切
腹
は
型
通
り
行
わ
れ
た
と
し
、
凄
惨
さ
を
強
調
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
。

四

六

一
部
が
外
国
人
三
名
を
負
傷
さ
せ
た
事
件
。
第

は
、
「
一　
神
戸
事
件
」
で
神
戸
事
件
を
扱

っ



『堺
事
件
』
は
、
フ
ラ
ン
ス
水
兵
十
三
人
を
射
殺
し
た
ｏ
土
佐
藩
士
の
切
腹
の
席
に
、
日
本
側
か
ら
は
、
新
政
府
外
交
当
局
の
最
高
責

任
者
で
皇
族
の
山
階
宮
晃
親
王
の
ほ
か
、
東
久
世
通
薦
、
伊
達
宗
城
ら
が
臨
席
、
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
公
使
ロ
ッ
シ
ュ
が
銃
を
持

っ
た

兵
卒
二
十
余
人
を
随
え
て
臨
席
し
て
い
た
、
と
記
す
。
そ
し
て
切
腹
が
進
む
う
ち
、
「
フ
ラ
ン
ス
公
使
は
こ
れ
ま
で
不
安
に
堪

へ
ぬ
様
子

で
、
起

つ
た
り
居
た
り
し
て
ゐ
た
。
此
不
安
は
次
第
に
銃
を
執

つ
て
ゐ
る
兵
卒
に
波
及
し
た
。
（中
略
）
丁
度
橋
詰
が
切
腹
の
座
に
着

い

た
時
、
公
使
が
何
か

一
言
云
ふ
と
、
兵
卒

一
同
は
公
使
を
中
に
囲
ん
で
臨
検
の
席
を
離
れ
、
我
皇
族
並
に
諸
役
人
に
会
釈
も
せ
ず
、
あ
た

ふ
た
と
幕
の
外
に
出
た
。
さ
て
庭
を
横
切
つ
て
、
寺
の
問
を
出
る
や
否
や
、
公
使
を
包
擁
し
た
兵
卒
は
駆
歩
に
移

つ
て
港
口
に
走

つ
た
」

と
記
す
。
切
腹
の
席
に
お
い
て
、
ロ
ィ
ン
ュ
を
始
め
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
は
、
土
佐
藩
士
切
腹
の
凄
惨
さ
に

「不
安
」
を
感
じ
、
十

二
人
目
の
橋
詰
愛
平
が
切
腹
の
座
に
つ
い
た
時
、
と
う
と
う
我
慢
の
限
界
を
超
え
た
。
そ
し
て

「我
皇
族
並
に
諸
役
人
に
会
釈
も
せ
ず
」

と
い
う
無
礼
を
働
き
な
が
ら
、
「あ
た
ふ
た
」
と
幕
の
外
に
出
て
、
「駆
歩
に
移
つ
て
港
口
に
走
つ
た
」
の
で
あ
る
。
切
腹
の
席
よ
り
逃
げ

帰

っ
た
ロ
ッ
シ
ュ
は
、
「土
佐
の
人
々
が
身
命
を
軽
ん
じ
て
公
に
奉
ぜ
ら
れ
る
に
は
感
服
し
た
が
、
何
分
そ
の
惨
惰
た
る
状
況
を
目
撃
す

る
に
は
忍
び
な
い
か
ら
、
残
る
人
々
の
助
命
の
事
を
日
本
政
府
に
申
し
立
て
る
と
云
つ
た
」
と
さ
れ
、
切
腹
処
分
の
決
ま

っ
て
い
た
土
佐

藩
士
二
十
名
の
う
ち
、
十
二
人
目
橋
詰
愛
平
以
降
の
九
名
の
助
命
が
決
ま
る
。
『堺
事
件
』
は
、
〈
土
佐
藩
士
の
切
腹
と
い
う
命
を
代
償
に

し
た
行
為
に
よ
っ
て
、
礼
を
わ
き
ま
え
ぬ
無
法
な
フ
ラ
ン
ス
人
を
遁
走
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
、
皇
族
は
切
腹
す
る
土
佐
藩
士
を
見
守

っ

て
い
た
〉
と
い
う

「物
語
」
を
立
ち
上
げ
、
堺
事
件
を
、
そ
の

「物
語
」
の
構
図
に
回
収
す
る
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

し
か
し
、
『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
土
佐
藩
士
が
射
殺
し
た
フ
ラ
ン
ス
水
兵
の
数
は
十

一
人
で
あ
り
、
「十

一
人
で
止
め
た
の
は

（中

略
）
応
報
の
数
で
あ
る
」
こ
と
を
記
す
。
ロ
ッ
シ
ュ
で
は
な
く
、
実
際
に
土
佐
藩
士
切
腹
の
席
に
臨
席
し
た
プ
チ
‐
ト
ア
ー
ル
は
、
「歴

戦
の
海
軍
軍
人
」
で
あ

つ
た
。
フ
ラ
ン
ス
兵
も

「同
胞
の
復
讐
の
念
に
燃
え
て
」
い
た
。
コ
一十
人
の
護
衛
兵
の
中
に
動
揺
が
見
ら
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
プ
チ
ー
ト
ア
ー
ル
は
十

一
に
達
す
る
ま
で
我
慢
す
る
勇
気
が
あ

っ
た
」
、
ま
た

「プ
チ
‐
ト
ア
ー
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
水
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兵
の
死
者
十

一
人
に
到
る
ま
で
我
慢
し
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
十

一
人
目
の
切
腹
が
再
び
凄
惨
に
な

っ
た
か
ら
で
は
な
い
」
。
十

一
と
い

う
数
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
遁
走
し
た
た
め
に
生
じ
た
数
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
側
の

「応
報
主
義
」
か
ら
生
ま
れ
た
数
字
で
あ
る
。
フ
ラ

ン
ス
側
は
も
と
も
と
十

一
人
切
腹
と
い
う
こ
と
予
定
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
は
、
十

一
人
の
切
腹
に
臨
席
す
る
我
慢
が
備
わ
っ
て
お
り
、
決

し
て
遁
走
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
土
佐
藩
士
切
腹
と
い
う
歴
史
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る

「応
報
」
の

「物
語
」
の
構
図
が
立
ち
上
が

っ

て
く
る
。

ま
た

『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
『堺
事
件
』
で
は
土
佐
藩
士
切
腹
の
席
の
臨
席
者
と
さ
れ
て
い
る
人
物
の
う
ち
、
前
述
し
た
よ
う
に
フ

ラ
ン
ス
側
は
、
公
使
ロ
ッ
シ
ュ
で
は
な
く
、
プ
チ
ー
ト
ア
ー
ル
で
あ

っ
た
こ
と
を
記
す
。
ま
た
日
本
側
は
、
山
階
宮
は
臨
席
せ
ず
、
東
久

世
通
稽
、
伊
達
宗
城
は
代
理
出
席
、
土
佐
藩
士
切
腹
の
席
の

「実
務
は
外
国
事
務
局
判
事
五
代
才
助

（友
厚
）
が
取
り
仕
切

っ
た
」
と
記

述
し
て
い
る
。
『堺
事
件
』
に
お
い
て
、
薩
摩
藩
出
身
の
五
代
は
そ
の
他
大
勢
で
あ
り
、
そ
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し

『堺
港

攘
夷
始
末
』
は
、
土
佐
藩
側
の
記
録
で
は

「記
録
し
た
く
な
か

っ
た
」
、
土
佐
藩
側
の
記
録
を
典
拠
と
し
た

『堺
事
件
』
に
は
記
述
さ
れ

る
こ
と
の
な
か

っ
た
薩
摩
藩
出
身
の
五
代
の
恩
―
―
五
代
が
、
土
佐
藩
の
責
任
者
深
尾
鼎
を
説
得
し
た
と
い
う
こ
と
に
よ
り
土
佐
藩
士
九

名
助
命
に
深
く
関
与
し
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。

『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
土
佐
藩
士
九
名
が
切
腹
を
免
れ
て
生
き
残

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

た
だ
し
こ
の
人
間
的
措
置
は
、
生
き
残
っ
た
九
名
に
、
死
者
と
は
別
の
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

生
き
残

っ
た
も
の
に
は
、
国
に
殉
じ
た
、
と
い
う

「物
語
」
は
立
ち
上
が
ら
な
い
。
生
き
残

っ
た
九
名
に
は
、
「死
者
と
は
別
の
苦
痛
」

を
与
え
ら
れ
た
、
と
い
う

「物
語
」
が
立
ち
上
が

っ
て
く
る
。

『堺
港
攘
夷
始
末
』
は
、
土
佐
藩
士
十

一
人
切
腹
を
、
そ
の
命
を
代
償
に
し
た
行
為
に
よ

っ
て
無
法
な
る
洋
夷
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
を

遁
走
せ
し
め
た
、
と
い
う
殉
国
の

「物
語
」
の
構
図
だ
け
に
は
回
収
し
な
い
。
た
し
か
に
、
切
腹
す
る
土
佐
藩
士
に
殉
国
の
意
識
が
あ

っ



た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
側
の

「応
報
」
、
と
い
う

「物
語
」
も
立
ち
上
が
る
。
九
名
生
き
残
り
と

い
う
歴
史

を
、
五
代
才
助
と
の
関
係
か
ら
物
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
九
名
の
生
き
残

っ
た
者
に
は
、
「死
者
と
は
別
の
苦
痛
」
を
与
え
ら
れ

た
、
と
い
う

「物
語
」
も
立
ち
上
が

っ
て
く
る
。

『堺
事
件
』
は
、
〈
無
法
な
る
洋
夷
フ
ラ
ン
ス
人
を
射
殺
し
た
こ
と
に
よ
り
、
土
佐
藩
士
は
切
腹
す
る
こ
と
に
な

っ
た
、
し
か
し
切
腹
と

い
う
命
を
代
償
に
し
た
行
為
に
よ

っ
て
、
Ｚ
フ
ン
ス
人
を
遁
走
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
た
〉
と
い
う
殉
国
の

「物
語
」
を
立
ち
上
げ
、
堺

事
件
が
、
そ
の

「物
語
」
の
構
図
に
回
収
さ
れ
る
よ
う
に
記
述
を
し
て
い
る
。
し
か
し

一
貫
し
て
、
歴
史
を
記
述
す
る
際
、　
一
つ
の

「物

語
」
を
立
ち
上
げ
、
歴
史
を
、
そ
の

「物
語
」
の
構
図
に
回
収
す
る
記
述
を
持

つ
歴
史
小
説
を
批
判
し
て
き
た
大
岡
に
と

っ
て
、
『堺
事

件
』
の
歴
史
記
述
は
、
格
好
の
批
判
の
対
象
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
大
岡
は
、
『堺
事
件
』
へ
の
批
判
か
ら

「私
な
り
に
事
件
を
再
現
し
よ

う
」
と
し
て
、
『堺
港
攘
夷
始
末
』
を
執
筆
す
る
。
大
岡
は
、
『堺
港
攘
夷
始
末
』
に
お
い
て
実
際
に
堺
事
件
を
記
述
す
る
際
、
様
々
な
レ

ベ
ル
の
事
象
か
ら
堺
事
件
を
記
述
す
る
。

つ
ま
り
、
堺
事
件
を
物
語
る
こ
と
の
で
き
る
複
数
の

「物
語
」
を
立
ち
上
げ
、
堺
事
件
が
、　
一

つ
の

「物
語
」
の
構
図
に
回
収
さ
れ
る
の
を
拒
否
す
る
記
述
方
法
を
採
る
。
結
果
と
し
て
、
堺
事
件
を
物
語
る
焦
点
は
ぼ
か
さ
れ
、
『堺

港
攘
夷
始
末
』
に
は
、
堺
事
件
と
い
う
歴
史
だ
け
が
、
動
か
し
が
た
い
事
実
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

註
０
　
『堺
事
件
』
は

「
フ
ラ
ン
ス
水
兵
の
死
者
の
総
数
は
十
三
人
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は

『堺
事
件
』
の
典
拠
と
な
っ
た
佐
々
木
甲
象
著

『泉

州
堺
烈
挙
始
末
』
貧

八
九
四
年
十

一
月
）
の
誤
謬
が
踏
襲
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

＊
本
文
の
引
用
は

『大
岡
昇
平
全
集
』
１３

（筑
摩
書
房
　
一
九
九
六
年

一
月
）、
森
鴎
外

『堺
事
件
』
の
引
用
は

『鴎
外
歴
史
小
説
集
』
第
二
巻

（岩

波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
）
に
よ
る
。

大
岡
昇
平

『堺
港
攘
夷
始
末
』
論

（お
ぞ
え
　
よ
う

へ
い

ｏ
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）

四
九




